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（８）結論

さて、以上を通じてわれわれは予定していたすべての議論を終えることがで

きた。ここでは最後に、本書が到達した結論に相当するいくつかの論点につい

て整理しておくことにしたい。

まず、われわれの議論の出発点は、〈生の自己完結化〉や〈生の脱身体化〉を

含む、〈自己完結社会〉の成立について分析していくことにあった。吉田健彦

は、現代社会を「必然的異常社会
0 0 0 0 0 0 0

」と呼んだが、このことはわれわれの議論に

おいても示唆に富むものだと言えるだろう（84）。すなわち〈自己完結社会〉の成

立は、一方ではわれわれの根源的な本性とも深く結びつくという意味において、

確かにある種の「必然性
0 0 0

」を伴っているということ、しかし他方で、それがか

つてないほどの人間の存在様式の変容を伴うという意味においては、そこには

やはりある種の「異常
0 0

」な事態が生じているとも言えるからである。

そして本書において、〈関係性の病理〉や〈生の混乱〉と呼んできたものこ

そ、そうした「異常」がこの社会に具体的な形となって現れてきたものであっ

た。実際今日のわれわれは、他者との関係性に多大な困難を抱え、自らが生き

る意味をめぐって多大な戸惑いを抱えていると言えるだろう。だが、本書が繰

り返し指摘してきたのは、それらの背景となっている〈生の自己完結化〉や〈生

の脱身体化〉を望んでいる
0 0 0 0 0

のもまた、他でもないわれわれ自身であるというこ

とであった。

ここで改めて考えてみてほしい。はたしてわれわれは、本当に〈自己完結社

会〉から抜けだしたいと思っているのだろうか。例えば、〈自己完結社会〉から

解放される最も確実な方法は、われわれがこの社会を覆う巨大な「インフラ」

から「降りる
0 0 0

」という選択をすることだろう。つまり〈社会的装置〉への依存

を極力回避し、〈生〉を実現していくための諸契機を、主として直接的な人間関

係の力によって実現するよう社会構造を組み替えていくことである。それは巨

視的に見れば、一度は自立化した〈社会的装置〉を解体させ、それを再び〈生

活世界〉に埋め戻していくことであるとも言えるだろう。だが、おそらくわれ
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われは、そうした道など本心ではまったく望んでいない。われわれはいまでも、

〈社会的装置〉が与えてくれる〈ユーザー〉としての「自由」や「平等」を謳歌

していたいし、そこにある「意のままになる生」や「自分だけの世界」を手放

すぐらいなら、〈社会的装置〉から「降りる」ことも、それどころか自らの力に

よって“自治
0 0

”を実現していくことさえも望んでいないのである（85）。

われわれの目の前にある〈自己完結社会〉は、例えば政治権力による独裁の

骨肉化、管理社会の進展といったものとはまったく異質な側面を持つ事態であ

る（86）。なぜなら〈社会的装置〉の発達そのものについて言えば、それはある面

ではわれわれ自身が望んできた「存在論的自由」の実現、われわれが思う「本

来の人間」＝「完全な人間」を実現させるためにこそ必要なものだったからで

ある。おそらくわれわれは、この〈自己完結社会〉へと向かう時代の流れを止

めることはできないだろう。われわれが「意のままになる他者」や「意のまま

になる身体」を求める限り、〈社会的装置〉はますます高度に発達し、〈生の自

己完結化〉と〈生の脱身体化〉もまた、止めどなく進展していくことになるか

らである。

【第一章】で見てきたように、〈自己完結社会〉の未来については、大きく二

つのシナリオが想定できる。第一は、地球の有限性を含むさまざまな要因によっ

て、〈社会的装置〉そのものが崩壊し、われわれが否応なく〈ユーザー〉である

ことから「降り」ざるをえなくなるという未来である。そして第二は、われわ

れが地球の有限性でさえも科学技術によって制圧してしまい、それによって究

極の〈自己完結社会〉が実現してしまう未来である。本書で見てきたように、

第一の未来に待っているのは、〈共同〉の能力を喪失したかつての〈ユーザー〉

たちが、荒廃しきった惑星にただただ無造作に放りだされるという事態、そし

て第二の未来に待っているのは、人体改造がもたらす「究極の平等社会」、「意

のままになる他者」を演じてくれるアンドロイド、果ては「脳人間」と「自殺

の権利」であった。われわれは、はたしてどちらの未来へと向かっているだろ

うか。現時点で言えることは、われわれは、このいずれの未来に対しても、い

まから備えをしておくべきだということ、そして少なくとも現時点のわれわれ

にはまだ、第三や第四の未来を追求できるだけの余地が残されているというこ
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とだけである。

加えて本書が「人間とは何か」という根源的な問いと向き合いつつ、最後に

たどり着いたのは「世界観＝人間観」という視座であった。それは先の「必然

性」とは別の次元において、〈自己完結社会〉の到来を決定づけたものこそ、あ

の〈無限の生〉の「世界観＝人間観」だったと考えているからである（87）。そし

て現代を生きるわれわれの苦しみの根底にあるものもまた、そうした「世界観

＝人間観」がもたらす現実否定の「無間地獄」、そうした理想と人間的現実との

間に開いた途轍もない乖離なのであった。かつてＡ・コジェーヴ（A. Kojève）

は、近代的な人間の理想が滅び去るとき、歴史は終焉し、人間は再び動物にな

るのだと説明した（88）。だがその実態は、一時代の狂騒的な理想主義が現実に対

して敗北したというだけのことでしかない。われわれはそこで、「本来の人間」

＝「完全な人間」という名の白昼夢からようやく目覚めたのであって、むしろ

こうして現実の人間存在へと戻ってきたのである。したがって〈有限の生〉と
0 0 0 0 00 0

ともに生きる
0 0 0 0 0 0

ということ――それが、われわれが長い考察のなかから導きだし

たひとつの答えなのであった。

もちろん本書が〈生活世界〉の構造転換について繰り返し描き、強い表現で

〈共同〉の人間的基盤の解体を論じたからといって、例えば「過ぎ去った時代の

なかにこそ真の人間の生活があった」などと主張したいわけではない（89）。また

本書が〈世界了解〉を強調したからといって、「現実との格闘は無意味であり、

諦めて周囲のなすがままに生きよ」と主張したいわけでも、逆に「あなたが変

われば世界も変わる」などと主張しているつもりも毛頭ない（90）。加えて確か

に、ここで述べてきたことが、直ちに〈関係性の病理〉や〈生の混乱〉、あるい

は〈自己完結社会〉に伴う諸問題を解決する
0 0 0 0 0 0 0 0

ということにもならないだろう（91）。

では、本書の意義とは結局どこにあったと言えるのだろうか。このことを考え

るために、われわれは再び本書の根底に流れるもうひとつの問題意識、すなわ

ち人文科学的な知のあり方、とりわけ“哲学”の果たすべき役割とは何か、と

いう問題に立ち返ってみたい。

【序論】で触れたように、これまで“哲学”と呼ばれてきたものは、揺るぎな

い答えを絶えず求める「絶対的普遍主義」に依拠するものであった。そしてそ

11_５部-2_下巻.indd   156 2022/01/05   13:43:58



第十章　最終考察――人間の未来と〈有限の生〉
 157

の試みは確かに卓越したものではあったが、文献学的な意味での精密さや体系

性に注力するあまり、またいかなる批判をも反駁しうる鉄壁な論理を構築しよ

うとするあまり、どこか“哲学”の果たしうる重要な役割を素通りしているよ

うに見えるのであった（92）。例えばここで、改めて問いかけてみたい。われわれ

が必要としているのは、本当に揺るぎのない偉人の言葉や、一切の綻びがない

完全無欠な論理といったものだったのだろうか。そうではなくて、それは「意

のままにならない生」の現実にあって、われわれ自身が自らの挫折や苦しみと

寄り添いながら、それでも目の前の〈生〉を肯定し、前を向いて生きていくた

めの術ではなかっただろうか。自身はどこに立っているのか、自身は何を持っ

ているのか、そして自身の足はどこを向いているのか。移りゆく世界のなかで、

われわれはその大切な立ち位置を簡単に見失ってしまう。それを確認していく

手がかりとなる意味や言葉こそ、われわれが本当に必要としているものではな

かっただろうか、と。「絶対的普遍主義」を求めることは、どこかあの「皇帝
0 0

」

と似ているように筆者は思う。そこに苦しみがあるとするなら、それは「永遠

の命」を得られないといって自縄自縛に苦しんでいた「皇帝」の苦しみと本質

的に同じものだからである（93）。

われわれは【序論】において、たとえ「絶対的普遍主義」に依拠することが

なくとも、“哲学”には特別な役割があると述べた。それは、われわれが事物の

認識や思考に先立って持っている基礎概念を分析し、それを整備していくこと、

それによって人文科学的な知そのものを下支えしていく役割である。しかし、

おそらくそれだけではないのである。哲学とはやはり、〈思想〉のひとつの表現

なのであって、必ずしも言語を用いない〈芸術〉とは異なり、それは徹底して

言語を行使し、かつ構造化された理論を通じて〈思想〉を表現していく営為な

のである。そうした〈哲学
0 0

〉にとって重要なことは、「人間とは何か」という最

も根源的な問いにまで遡り、この現実を生きる人間存在を、新たな基礎概念を

通じて説明していくこと、さらにはそれらをひとつの体系的な世界観、人間観

にまで昇華させていくことであると言えるだろう。例えば本書では、理性、自

由、平等、権利、連帯、正義、権力、抑圧、資本主義、全体主義といった従来

の基礎概念を避け、敢えて代わりに〈環境〉、〈生〉、〈関係性〉、〈生存〉、〈継
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承〉、〈間柄〉、〈共同〉、〈役割〉、〈信頼〉、〈許し〉、〈悪〉、〈救い〉、〈美〉といっ

た、独自の基礎概念を整備するよう試みてきた。それは本書が、〈自己完結社

会〉というまったく新しい人間的現実と向き合うためであると同時に、〈無限の

生〉の「世界観＝人間観」を相対化できるだけの新たな立ち位置を必要として

いるためでもあった。しかしそこで何より意識されていたのは、筆者自身がこ

の時代を生きるひとりの人間として、ひとつの〈思想〉の創造を実践すること、

それをひとつの世界観、人間観という形で提示していくことだったのである。

われわれは【序論】で、この試みを「現代人間学
0 0 0 0 0

」と呼んだ。本書が目指して

きたのは、自らがこの新たな哲学的方法論の具体的な一実践例となることでも

あったのである。

〈思想〉とは、世界や他者との対峙を避けられない人間が、自身の宿命と向き

合おうとして紡ぎだしてきた意味や言葉を原点とするもの、そしてそれが世代

を越えた目なざしのもとで体系化されたもののことを言う。本書の概念を用い

て言うなら、それは「人間存在が〈存在の連なり〉のもと、〈世界了解〉を成し
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 00 0 0 000 0 0 0 00 0 0 0

遂げようと現実と格闘し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、そのなかで生みだしてきた、世界や人間を説明する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ための体系化された意味や言葉」
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

に他ならない。われわれは【序論】において、

〈思想〉の実践が優れたものになるためには、それが「強度を備えた〈思想〉」
0 0 0 0 0 0 00 0 000

とならなければならないこと、そのためには理論としての巧妙さ、論理的な説

得力を追求するだけでは不十分であるということについて述べてきた。した

がって本書の実践が成功したと言えるかどうかは、ひとえに本書の試みが「強

度を備えた〈思想〉」に値する何ものかになりえたかどうかにあるだろう。はた

して本書が、人間存在の本質を的確な形で掌握するものになっていたのか、そ

こから導出される意味や言葉が、現代を生きることへのひとつの〈救い〉にま

で触れえるものだったのか、そしてその言葉のなかに筆者自身の“美意識”が

表現されていたのかどうかである。その判断は、後に続く人々に任せることに

したい。

【注】

（1）　われわれは【序論】において、哲学的方法論としての「現代人間学」における第三
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